
 

の人権

たに に

 学  

  中学生 

  

  の 者はどのようなことに っていて、どのような気持ちでいるの について考えることをと

おして、自分の 動をみつめ、自分にできることを考える。 

 の 

 ワークシート 

 資料（ 示 資料として 大する） 

  

このワークでは、「 の に う」とはどういうことなの 、そして、 者に してどの

ような態度で したり、 を けたりすればよいの を考えます。 

じ であっても、相 や状況によって受け止め方が うこと、 の とはそのことが きた

けで わるわけではないことに気づくようにするとともに、「自分にはどんなことができる 」と

いうことを考えられるように展開し、自分の 動を つめ直すことや、まわりの人の人権を大切にする

こととつな られるようにします。 

   

 学 の    

導  

0分 

学習の確認（ 分） 

・ の れや 意 の 明を く。 

ー （ 分） 

「そう ってくれて、 気が た

よ 」 

ちや保護者 ら けられた

で 気が たことを する。 

ー で に す。 

全体に発 し、共 する。 

・加 者も めて生徒や に

者がいる 性があることを

まえて、十分に をしたう

えで を展開する。 

・ の れを に 明する。 

・ 学習の を える。 

・４人 度の ー で行う。 

・ てきた については、

に して、 しておく。 

 

・ は相 を ましたり、 ばせたりすることができる。
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展開 

3 分 

ク （3 分） 

（ ） を み、 さんや

さんの 、 さんの気持ちについ

て 考 え 、 ワ ー ク シ ー ト （ ）

（３）に く。 

全体で共 する。 

  

（ ） を み、この 、

さんにどのような が こるの

考え、資料 を参考にワークシート

（４）を く。 

「 人なら、 さんに して、 がで

きると います 。」「ク ー

トなら、 さんに して、 ができる

と います 。」について考え、

（ ）、（ ）に く。 

ー で し合い、考えを共 す

る。 

全体で共 する。 

資料３の 者の ら

の 明を き、どのような や行

動が望ましいの 考える。 

・ワークシートを する。 

・ た意 を 定せ 、受け止め

るよう促す。 

・資料 ３を する。 

・ （ ） と資料 を参

考に 次 （ ）について

明し、考えるための てとす

る。 

・ク の中には、 さんとあま

り しくない生徒がいることも

定して、その場合は、どんな

ことができる を考えるよう促

す。

・資料３を 明する。 

・ワークシート 

・資料  

資料上の「

次的 」と

意 

・資料３ 

まとめ 

分 

まとめ（ 分） 

・まとめの を く。 

・ をとおして感じたことを く。 

・ ます であっても、相 の

立場に立って考えることの大切

さについて考えさせる。 

・必要に応じて、相 などの

関を する。 

・資料  

参考資料など  

 「人権学習ワークシート集  人権教育実践 ・指導の き（ 校  第 集） 」 

 神 教育 員会（令和４年３月） 

 「 次的 について」 大分  生活・ 共 参画  

「 についてともに考えるための き」 生活部くらし 全 心 （令和 年 2 月） 

・相 の気持ちに り い、支 や をする が大切である。

・ 者に して けではなく、 段の生活でも、自分の 気ない 動がまわりの

人を つけていることはないの 、考えることも大切である。
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ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）                  

  

（ ） さんは、どのような気持ちになると います 。 

（ ） さんの は、どのような気持ちになると います 。 

（３） さんは、どのような気持ちになると います 。 

あなたには、なにができる な 

中学３年生の さんは、中学校の 部に し、 級生の さんと を組んでい

ました。 さんの もとても 心で、 ートや 合の応 を ら行っていました。

間 には中学校 の大会が えていて、 さん自 はもち んのこと、 もとても

しみにしていました。 

 ある の部活動 らの り 、 さんは 通 にあってしまいました。 さんと し

た の は をしていて、 作を って にはみ してしまったので

した。 さんは、全 月の のけがを ってしまいました。そして、 しみにしていた

の大会には、 さんとともに 場できなくなってしまったのです。 
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（４） さんが、下 部のようになったのは、な と います 。 

（ ）あなたが さんの 人であれば、 さんに して、 ができると います 。 

（ ）あなたが さんのク ートであれば、 さんに して、 ができると います 。 

（ ） の学習を通して、学ん ことや考えたことを きまし う。 

さんは、 にあった直 は ち みましたが、受 を うと気持ちを切り え

ました。そして、 さんと じ 校に進んで を けたいと えるようになりました。 

そうした 、ある が、 による 幸な として、 面で取り上 まし

た。それ 、 についての 本 の が、 ー トや を通じて

し、またたく間に がりました。 さんは、 ん んと学校を みがちになり、 さんとも

気ま くなってしまい、目標を ってしまいました。 
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2 

資料  

資料  

次的 について

次的 とは、 等による直 的な を受けた に、 の 理解や心ない 動、

ー トを通じて行われる 中 、 関による な取 等により、 者が受ける精

神的な 、 体の 、 生活の平 の 、経 的な 等の をいいます。 

具体的には  

人・知人の 動、 のうわさや中

「 れ」、「 く れなさい」等という、 

心 に しない けや態度 

れみの や、 きにする態度 

いわれなき ・中 や 本 の し け 

ー ト等による なうわさの  

に ける職場環境・ による解 等

者心 への理解 足や 上での 足 

受 や 等で むことができない 

による解 等 

の な取 等

心 を考 しない な取  

実と なる内容がある  

シーを する内容等がある  

たちも 次的 の 

加 者 に  

「 って」「いつまで んでるの」

「 の中にはもっとつらい人もいるよ」

といった は、 ましているつもりで

も に になることもあります。 

また で えることについて

も、「お が目的なの 」と を持つ

人もいるので、 ・ について、い

い くことも、 者等を つけて

しまう 性があります。 つけるつも

りは くても、 たちも 加 者 にな

り るのです。 

 
ー ス ー  

 
  

（ ーの ）

（ ）

参考 「 次的 について」 大分  生活・ 共 参画 作成 
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資料３ 

者の ら  

直 の した に、 の人がそっと水や を し れてくれました。 感

すら れていた けに、ありがた った。 

な 間に、 を るでもなく、さり なく一 に してくれたり、自分の感 や

いを しつけるのではなく、 たちの いや を 定せ り し いてくれたことがあ

りがた った。 

けの はないと います。自分が じ立場になったときはどう と 力を

はたら せ、 や れみではなく、一人の「ひと」として尊重してくれている どう

と います。 に うまでは、自分の足で立っていたし、これ らもそうしたいで

す。た 、そのための支えは必要なのです。 

一人では気が重たいとき、 や に き って一 に行ってくれたことはありが

た った。 

い みで ましたり、 しつけたりするのではなく、「一人で えこまないで」、「

が必要です 」、「 えることはあります 」、と たちの ー を大切にしてく

れ、意 確認をしてくれたことはありがた った。 

や教育 員会に き ってくれて、 にできない いをきちんと してくれたこ

とに感 します。 

くなった どもの ちが、ときどき てくれます。 も るでもないけれど、 っと

れないでいてくれることが、とても支えになっています。 

「 生活部くらし 全 心 作成「 についてともに考えるための き」より 
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